
岡山県　吉備中央町
経営比較分析表（令和6年度決算）

分析欄
業務名 業種・事業名 管理者の情報 自己資本構成比率（％） 剰余金の使途について（具体的な使用実績事業を記入してください） １．経営の状況について

法非適用 電気事業 非設置 該当数値なし 基金への積立の有無…有
  目的：再生可能エネルギー施設維持管理基金への剰余金の組入れ　　7,000千円
一般会計への繰出しの有無…有
　目的：子育て・定住応援基金への積立　　68,000千円
その他の有無…無
　電気事業により生じた利益は、将来の施設更新に充てるための再生可能エネルギー施設維持管理基金に積み立てることを基本としている。また、剰余金の一
部を子育て定住事業に活用するため、一般会計へ繰り出して、子育て・定住応援基金に積み立てている。今後も事業運営に必要な財源を確保しつつ、一般会計
への繰り出しを通じて子育て環境の充実及び若者の定住促進に努める方針としている。

経年劣化やこれまでの売電状況との比較によると、安定した経営を行えていると
いえる。支出の大半は点検費用や賃貸借契約となっており、年度による大きな変
化はない（５年毎の大規模点検を除く）。そうした中でも、点検項目の見直し等
により経営状況の改善にも努めている。また、売電状況は天候に左右されるが、
大きな変動もなく安定的に売電ができている。詳細な現在の経営状況は以下のと
おりである。

・収益的収支比率は100％を上回っている。単年度の収支が黒字であり、健全な経
営状態にあると言える。しかし、費用には当該事業による剰余金からの一般会計
への繰出金を含んでいるため、平均より下になっている。

・営業収支比率は100％を上回っており、営業活動から生じる収益で必要な費用を
賄うことができている。

・供給原価について、前年度と比較すると、大きな変動は見られず、施設の経年
劣化及び天候の変化によるものと思われる。平均値と当該地の差については、費
用に当該事業による剰余金からの一般会計への繰出金を含んでいるためである。

・EBITDAについて、費用には当該事業による剰余金からの一般会計への繰出金を
含んでいることから分析は不可能である。繰出金の基準について、100万円を基準
として繰出金としている。

水力発電所数 ごみ発電所数 風力発電所数 太陽光発電所数

- 令和17年4月14日　西山太陽光発電所 令和17年4月14日　西山太陽光発電所 無

売電先 地産地消の見える化率（％）※1

- - - 5

その他発電所数 料金契約終了年月日 ＦＩＴ・ＦＩＰ適用終了年月日 電力小売事業実施の有無

中国電力 -

※1 行政区域内の需要家に小売されたことが客観的に明らかであるものを計上。なお、この基本情報をもって全ての地産地消エネルギーへの取り組みを評価するものではない。

年間発電電力量（MWh） R02 R03 R04 R05

ごみ発電 - - - - -

R06

水力発電 - - - - -

太陽光発電 6,374 5,989 6,261 5,795 5,993

風力発電 - - - - -

ＦＩＴ・ＦＩＰ以外 ＦＩＴ・ＦＩＰ 合計

年間電灯電力料収入（千円） - 215,766 215,766

合計 6,374 5,989 6,261 5,795 5,993

１．経　営　の　状　況

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02
■当該値 99.9 104.8 104.4 100.2 106.3

R02 R03 R04R06 R02 R03 R04 R05 R06
10,352 540 14,374■当該値 39,643.6 37,778.1 37,943.1 39,509.7 37,865.2

■平均値 141.8 138.2 135.0 136.6 127.3
■当該値 ▲ 296 10,861■当該値 - - - - -■当該値 141.2 152.7 158.3 145.3 149.3

■平均値 - - - - -■平均値 238.0 227.5 238.5 235.0 217.6 ■平均値 36,820 35,532 36,111 39,983 32,708■平均値 18,998.7 17,544.5 19,886.6 23,723.7 22,709.8

２．経営のリスクについて

発電開始時期については、以下のとおりであり５施設とも新しい施設である。ま
た、発電型式は同じである。
西山太陽光発電所　　平成27年4月（増設分：平成29年8月）
岨谷1号太陽光発電所 平成27年8月（増設分：平成29年8月）
岨谷2号太陽光発電所 平成28年3月
岨谷3号太陽光発電所 平成27年10月
岨谷5号太陽光発電所 平成27年11月（増設分：平成29年8月）

・設備利用率について、太陽光（メガ）の設備利用率の基準は14％(*)であり、そ
れを上回っているため、健全な状態であるといえる。

(*)資源エネルギー庁の「長期エネルギー需給見通し小委員会に対する発電コスト
等の検証に関する報告」で設定されている設備利用率から引用

・太陽光発電所1施設の一部分においてPCSの緊急修繕を行ったため、修繕費が上
昇している。その他施設については経年劣化による大きな修繕も発生しておら
ず、今後とも維持管理に努めていきたい。

・発電施設の整備は全てリース方式としていることから、企業債が生じておら
ず、リスクは限定的である。

・FIT収入割合が100％であるが、リース契約期間が令和17年までであることか
ら、固定価格買取期間終了後は、撤去することも視野に入れ、維持管理基金を構
成し、これに充てることとしている。

・財源はすべて売電収入である。自然現象や気象条件に左右されるとはいえ、FIT
法により、20年間同価格での買取であるため、財源は安定的である。

・リース契約内で動産保険に加入しているため、自然災害や不慮の事故等、機器
の故障については補償される。また、企業費用・利益総合保険に加入しているた
め自然災害や不慮の事故等による発電停止については、売電収入が補償される。

●施設全体 ●発電型式別

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02

２．経　営　の　リ　ス　ク

- - ■当該値 -
R05 R06

■当該値 18.5 17.4 18.2 16.8 17.4 ■当該値 -
R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06

17.4 18.2 16.8 17.4
■平均値 29.1 29.6 29.1 27.5 26.6

- - - - ■当該値 18.5- - - - ■当該値 -- -
■平均値 - - - - -■平均値 - - - - - ■平均値 14.9 14.3 13.8 14.2 14.1■平均値 - - - - -

R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02
- ■当該値 - -

R06
■当該値 0.5 0.1 0.0 0.7 2.8 ■当該値 - -

R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02
0.0 0.7 2.8

■平均値 6.3 5.0 4.1 12.3 5.3 ■平均値

- - - ■当該値 0.5 0.1- - - ■当該値 - -- -
1.8 2.7 9.7 4.1

R02 R03 R04 R05 R06

- - - - - ■平均値- - - - - ■平均値- - -

R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02

1.8- - ■平均値

- - ■当該値 -
R05 R06

■当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ■当該値 -
R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06

0.0 0.0 0.0 0.0
■平均値 156.6 197.3 179.5 171.6 191.4

- - - - ■当該値 0.0- - - - ■当該値 -- -
■平均値 - - - - -■平均値 - - - - - ■平均値 125.8 119.4 113.0 99.1 88.2■平均値 - - - - -

全体総括
R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R03 R04 R05 R06 経営は健全であると考えられる。定期的な電気設備の点検費用や修繕費等の支出

に備え、維持管理基金を構成し、安定的な運営に努めることとしている。
また、施設の保守点検も業者と連携し十分に実施しており、健全な運営ができて
いるといえる。

R06 R02
■当該値 - - - -

- ■平均値

- - -
R02 R03 R04 R05R06 R02 R03 R04 R05 R06

- -- ■当該値 - - - -- -
■平均値 - - - - - ■平均値 - -

- ■当該値 - - - -- ■当該値 - -
- -

■当該値 -
-

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

- - - ■平均値 - -- - - ■平均値 - -- - - -

R04 R05 R06 R02 R03 R04
100.0 100.0 100.0

R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05
■当該値 100.0■当該値 - - - - -■当該値 - - - -

-■平均値 87.4 91.0 84.7 76.7 86.8
100.0 100.0 100.0■当該値 100.0 100.0

※ 令和2年度から令和6年度における各指標の全国平均値は、当時の団体数を基に算出していますが、設備利用率及び修繕費比率、企業債残高対料金収入比率、FIT・FIP収入割合については、令和6年度の団体数を基に平均値を算出しています。

■平均値 98.9 99.7 99.8 99.7 99.7■平均値 - - - - -■平均値 - - -
100.0■当該値 - -

- -■平均値 - - - -
- - - -
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○ 水力発電 ○ ごみ発電 ○ 風力発電 ○ 太陽光発電

該当数値なし
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